
第１回 豊前・行橋水防地方本部圏域 水防災意識社会再構築ビジョン協議会（仮称）

現状の減災に係る主な取組状況について

平成２９年６月２日

豊前・行橋水防地方本部圏域

水防災意識社会再構築ビジョン協議会（仮称）

福岡県資料３
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豊前・行橋水防地方本部圏域における河川の概要

豊前・行橋水防地方本部圏域は、福岡県の東部に位置し、圏域の北に平尾台、南に英彦山山系を背

後に周防灘へと注ぐ、山国川水系の一級河川が６河川、二級河川の主要な長峡川をはじめ、今川、城

井川を含む３０河川がある。

河川の特徴として流域が狭く、流路が比較的短いため、降雨から出水までの時間が短くなる傾

向にあり、古くからたびたび浸水による被害を起こしている。
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豊前・行橋水防地方本部圏域における過去の出水被害の状況

長峡川
（昭和54年6月）

小波瀬川
（昭和54年6月）

長峡川
（平成11年6月） 3



県管理河川の水防災意識社会再構築ビジョン協議会及び幹事会を設置

１．県管理河川の水防災意識社会再構築ビジョン協議会の設置案

１）構成員案：（県）出先事務所長、本庁関係課長

（市町村）市町村長

（気象庁）福岡管区気象台

（国：オブザーバー）関係直轄河川事務所

２）組織：福岡県で４箇所

福岡・前原圏域（福岡市外２市７町）、豊前・行橋圏域（行橋市外１市３町）、

北九州・宗像圏域（北九州市外２市）、那珂圏域（筑紫野市外３市１町）

３）検討内容：５年で実施する取組方針の策定

※方針の内容：目標、取組項目、目標時期、取組機関

４）具体的な取組項目：地域ごとのハード対策の主な取組、ソフト対策の主な取組

２．県管理河川の水防災意識社会再構築ビジョン協議会幹事会の設置案

１）構成員案：（県）出先事務所用地課長等、本庁関係課長補佐

（市町村）市町村水防防災担当課長

（気象庁）福岡管区気象台

（国：オブザーバー）関係直轄河川事務所

２）組織：福岡県で４箇所（協議会と同じ）

３）検討内容：５年で実施する取組方針案の策定

関係機関が連携したハード・ソフト対策の一体的・計画的な推進
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水害リスク情報等の共有（洪水浸水想定区域）
○ 計画の基本となる降雨を対象とした洪水浸水想定区域を県のＨＰ等で公表。

（公表ＵＲＬ：http://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/sinsui-soutei.html）
○ 今後、想定最大規模降雨を対象とした洪水浸水想定区域についても順次作成を予定。

水害リスク情報等の共有による確実な避難の確保１

洪⽔浸⽔想定区域は、河川管理者が作成し、
浸⽔想定区域
想定される⽔深
について公表。

洪⽔浸⽔想定区域図の例

〈参考〉⻑峡川洪⽔浸⽔想定区域図
（※計画の基本となる降⾬による浸⽔想定区域図）

※ 洪⽔浸⽔想定区域の指定状況

祓川、⻑峡川、⼩波瀬川、今川、
佐井川、城井川
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水害リスク情報等の共有による確実な避難の確保２

水害リスク情報の共有

京築・行橋圏域の県管理河川における水位計は11 箇所、水位監視カメラを1 箇所設置。
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確実な避難勧告等の発令に対する支援
水位周知河川では、避難勧告等の発令判断の目安となる氾濫危険水位到達情報等の発表を実施しています。

水害リスク情報等の共有による確実な避難の確保３

避難勧告発令の
検討

市町村

避難準備・高齢者
等避難開始発令の

検討
○避難場所開設

住民

避難指示(緊急)
発令の検討

避難開始
（要配慮者
以外）

避難開始
（災害時）
要配慮者

※高齢者、障
害者乳幼児等

避難完了

堤防上面

堤防

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位
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4
（危険）

1

3
（警戒）

2
（注意）

堤防天端到達

氾濫の発生

※ 洪水特別警戒水位

※堤防から越水が開始する水位

※ 警戒水位
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⾬量・⽔位、河川監視カメラ等のリアルタイム情報を配信しています
パソコン、携帯電話から閲覧できます。

水害リスク情報等の共有による確実な避難の確保４

雨量情報 水位情報

ダム情報 河川監視カメラ

トップページ

ホームページ
（PC版）http://www.kasen.pref.fukuoka.lg.jp/bousai/
（携帯版）http://www.mobile-doboku.pref.fukuoka.lg.jp/

避難等の⾏動のきっかけとして、
登録ユーザに対して、
河川の⽔位・⾬量の基準値
超過情報や気象情報、避難勧告
などをメールでお知らせします。
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ＮＨＫ総合等の地上デジタル放送（データ放送）にて河川の⽔位・⾬量情報を提供して
います。⾃宅のテレビで、いつでも⼿軽に河川の⽔位・⾬量の防災情報を⼊⼿すること
が可能です。

水害リスク情報等の共有による確実な避難の確保５

⽔位表⽰凡例

9

避難準備・高齢者等避難開始
の目安となる水位

避難勧告の目安となる水位氾濫危険水位

避難判断水位
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治水対策の取組１

河川改修は、過去の浸水被害・流域の家屋などの集積状況や人口などを勘案し、
改修の優先度が高い河川から実施しております。

【図：河川改修事業の主な改修メニュー】 10

Presenter
Presentation Notes
一般的な河道改修について説明させていただきます。

　左側の河積の拡大についてですが、現況河道の河積が小さく、流下能力が低いと、河川から洪水が溢れます。
　これに対処するために川底を掘削したり拡幅を行うことにより流下能力を向上させ、洪水を安全に流すことができます。

　次に、堰の改築についてですが、河川内に農業用水や工業用水を取水するためのコンクリートで造られている固定堰があることがあります。これは洪水時には、水の流れを妨げて、堰の上流で水位が高くなり洪水を発生させる原因となります。
　これに対処するため、固定堰を洪水時には転倒する可動堰に改築する工事を行い、洪水を安全に流すことができます。

　次に、橋の改築についてですが橋梁の橋脚が川の中に何本もあって橋脚間の距離が短いと、流れを阻害し、上流側から流れてきた流木などが引っかかり断面を塞ぐなどして、その上流で水位が高くなり洪水を発生させる原因になります。
　これに対処するため、基準に決められた橋脚間の距離で橋梁を架け替えることで洪水を安全に流すことができます。




治水対策の取組２

【豊前・行橋圏域】
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河川堤防の堤防強化対策
〇洪水により堤防機能を喪失または低下することを回避するため、浸透や侵食

に対する安全性の調査を実施。

〇「洪水を安全に流すためのハード対策」に加え、氾濫が発生した場合にも被

害を軽減する「危機管理型ハード対策」を導入。堤防天端を舗装により保護

し粘り強い構造の堤防を整備。

河川堤防の耐浸透調査 堤防天端の保護

【国土交通省資料より抜粋】

※浸透による堤防破壊のイメージ図

○雨による増水により河川の水位が高い
状態が長時間続くと外水が堤防内へ浸透
し、破堤等が発生するおそれがあること
から、浸透に対する堤防点検を実施

外水 外水

治水対策の取組３
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的確な水防活動に資する情報の共有
毎年、出水期前に福岡県京築県土整備事務所及び同行橋支所は、管内市町・消防関機

関等と重要水防箇所の合同巡視を行うと共に、水防資機材の確認を行っています。

⽔防倉庫 ⽔防演習

重要⽔防箇所の点検

的確な水防活動や迅速な復旧等のための取組１
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的確な水防活動や迅速な復旧等のための取組２

災害復旧実務者の育成活動
〇迅速な災害復旧のため、出水期前に地

方公共団体に対し講習会や研修を実施。

〇研修では、現地調査から査定設計書

の作成、さらに模擬査定の演習を行い、

災害復旧実務の流れを習得しています。

災害復旧実務研修

ブロック講習会

災害復旧実務講習会
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災害に備え、平常時から地域で協力・援助体制を確立する方法や、災
害時に要配慮者を安全に避難誘導する方法などを分かりやすくまとめ
た防災啓発パンフレット「みんなでつくろう災害に強いまち」を作成
し、地域住民等に配布しています。

「福岡県避難行動要支援者避難支援事業」、「福岡県自主防災組織
リーダー研修会」、「福岡県地域防災シンポジウム」、「ふくおか県
政出前講座」などを通じて、防災情報の入手方法、自助・共助の重要
性、自主防災組織の活性化などの理解を深める講演や災害図上訓練を
実施しています。

福岡県自主防災組織リーダー研修会福岡県避難行動要支援者避難支援事業

住民等の防災意識向上に向けた取組１
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住民等の防災意識向上に向けた取組２

16

要配慮者利用施設における確実な避難（施設管理者等の理解促進）
○ 水害時の避難に関する理解を深めるため、施設管理者を対象とした防災情報等に関する説明

会を関係機関と連携して実施
○ 今後も、関係機関と連携し、理解促進のための取組を実施予定

福岡市民会館での開催状況

北九州下術劇場での開催状況

◆説明内容

１．防災気象情報について（福岡管区気象台）

２．水害に備えて （九州地方整備局）

３．土砂災害に備えて （福岡県砂防課）

４．避難計画について （福岡県消防防災指導課）

◆開催日時、参加施設数



【減災に向けた県内市町村の主な取組事例】

住民等の防災意識向上に向けた取組３
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洪水ハザードマップの作成・周知 自主防災組織の活性化などの理解を深める取組

◆防災講演会

自主防災のポイントを学習
・地震や風水害などに関する

基礎知識
・過去の災害事例をもとに、

自助・公助の重要性

◆避難ルートマップづくりと実施訓練

住民が「安全な避難」を協議
・地域の危険箇所や避難に役立

つ内容等もマップに記載
・実際に避難訓練を実施

自主防災組織の立ち上げ

◆ハザードマップの周知や避難場所の指定、様々な防災情報の発信を実施

◆出水期前には、河川管理者、水防団と合同で現地確認を実施し、水防活動に資する情報を共有

◆防災意識の啓発のため、パンフレット配布や住民参加型の防災訓練を実施

◆洪水ハザードマップによる日頃からの備え

洪水ハザードマップに
記載されている主な内容

①洪水浸水想定区域

②防災情報の伝わり方等

③避難場所

④行政機関の連絡先

広報誌への掲載、ホームページ掲載、全戸配布
などにより、住民への水害リスク情報の共有
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